
春 楡 

「自分の将来について考える冬休みに」 校長   伊 東 和 也 

生徒たちは明日からの冬休みを心待ちにしているようです。 

冬休みは、クリスマス・大晦日・お正月と家庭での大きな行事が連続してあります。普段慌ただ

しい学校生活を送っている生徒たちにとって、ほっと一息つける家庭での安らぎの場となるのでは

ないでしょうか。とかく、子供はプレゼントやお年玉を期待しているように見えますが、本当のと

ころはそういうものを通して親子の触れ合い、心の安らぎを要求しているのではないでしょうか。 

さて、これで２学期が終わりましたが、今日の２学期終業式で生徒に以下のような話（抜粋）を

しましたのでご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も皆様のご支援ご協力により、なんとかここまで乗り切ることができました。誠にありがと

うございました。新年、３学期に入りましても、教職員一同、２０２４年同様、全力で生徒を支援

していきますので、どうぞご理解とご協力をよろしくお願いします。 

令和６年１２月 
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今日で令和６年度２学期が終わります。 

２学期始業式でお話した通り、２学期の授業時数は８２日でした。 

始業式で、たくさんの行事がある、一番長い学期だ、という話をしましたが、過ぎてしまうと、あっ

という間でした。 

そう感じているのは私だけではないと思います。 

さて明日から冬休みに入ります。 

人は、節目、節目で大きく成長すると言われています。 

１年間の中に年の変わり目の節目は２回あります。 

その１回は新しい年を迎える、年末年始のこの時期です。 

そして、もう１回は年度が変わる４月です。 

それぞれの節目では、誰もが新たな決意を持つものです。 

しかし、それぞれの節目のもつ意味合いは違います。 

４月は新しい学年、年度となり、その学年でどのように頑張るか。 

勉強面や生活面など日々の自分の取り組みについて考えるものです。 

それに対して、新たな年を迎えるこの節目は、自分という人間を見つめ直し、これまでの生き方、そ

してこれからの生き方について考える節目になります。 

したがって、この冬休みはとても大切な冬休みです。 

１・２年生は、この冬休み中に進路学習、キャリア教育に関する課題が出ていると思います。 

自分自身の生き方を考える上で将来の夢、職業等についてじっくり考える期間にしてください。 

３年生は、目の前に迫った自分の進路に向けてひたすら力を高める時期です。 

でも、自分の将来についても考えてください。 

そうすれば、より受検勉強を頑張ることができると思います。 

中学生で、自分の将来像を具体的に描くことはなかなかできませんが、描けないから考えないので

はなく、漠然と｢大人になったらどうしよう｣と、考えることが大切です。 

この冬休みには、家でじっくりと自分の将来のことについて考えてもらいたいと思います。 

特に、お正月は、親戚の方など普段あまり話する機会のない方々と会って話をすることができるチ

ャンスです。その話の中から自分の生き方、将来のことなどを考えるきっかけになればと思います。 

冬休みは１４日間と短いですが、短いからこそ、続けられることがあります。 

１４日間なら続けられる、そんなことを見付けて、続けてください。 

 

そして、その決めたことは、自分の中に仕舞い込んでおくのではなく、公表して周囲の目を意識しな

がら継続してやってください。 

冬休みが終わったら、皆さんに継続できたかどうかを確認します。 

１月の始業式、みなさんが元気に登校してきてくれることを願いっています。 

 

この２学期間、大きな事故もなく、無事学校生活を終えられたのも、生徒の皆さんと教職員、保護者

の方や地域の方のおかげだと思っています。 



12月9日（月）～13日（金）の「人権週間」では、道徳の授業をはじめ、生徒会活動等を通し

て考えを深め、多様性や互いのよさを認め合う大切さ等、人権意識の向上を図りました。

＜人権を学ぶ講演会～「一人芝居」とお話～＞ 生徒の「振り返り」から・・・ ・「一人芝居」での役作りがすごく

12月9日(月）に、「Smiley Tomorrow 北陸 ・僕は、今回の「一人芝居」とお話 て、話の内容がとても分かりやすか

から『見た目問題』を考える会」代表の河除 を見て、「気持ち悪い」等の一言で相 ったです。いじめが３０年経っても

静香氏を講師にお招きし、「人権を学ぶ講演会」 手が傷付き、大人になっても苦しく 忘れられない深刻な問題だとわかっ

を行いました。河除氏の実体験をもとに創作 なったり、トラウマになったりする たので、これからは相手の立場に立

された一人芝居「悪魔」と講話を通して、生 ことを知りました。「見た目」で人を って

徒達はいじめや差別が人権を大きく損なうも いじめること、暴言を言うことは決 考え

のだということを学びました。また、この講 してあってはならないことだと考え たい

演会は今年度の「親学び講座」として、PTAの ました。改めて「いじめ」は絶対だ です。

皆さんも参加されました。 めだと思わされました。

＜手話講座＞ １２月１３日（金) 生徒の「振り返り」から・・・ ので、見てみたいと思いました。

富山県聴覚障害者センターのろう ・今回の講座で、聴覚障がい者の中でも聞こえ

講師 菊池友達氏と、聞こえる講師 方には個人差があること、デフリンピック大会

藤元弥生氏を講師にお招きし、聴覚 がパラリンピック大会より先に始まったこと、

障害についてお話を聞きました。講 また、手話での挨拶や感情表現等、たくさんの

師の先生の動きに合わせ、挨拶や自 ことを知ることができました。2025年に東京で

分の名前等の手話も覚えました。 デフリンピック大会が開催されることも知った

行事予定 ２月２月

１月１月 ６日(木) ３年 私立高校一般入試

１日(水) 元旦 ７日(金) 新入生説明会

６日(月) 執務始め １０日(月) 県立推薦入試

８日(水) 始業式・書き初め大会※給食なし １１日(火･祝) 建国記念の日

９日(木) 身体測定 １２日(水) 冬期部活動教室（３回目）

１３日(月・祝) 成人の日 １３日(木)・１４日(金) ３年 学年末考査

１６日(木)・１７日(金) ３年 進路懇談会 １４日(金)・１７日(月) ３年 進路懇談会

１６日(木) 冬期部活動教室（2回目） １８日(火)～２０日(木) １･２年 学年末考査

２０日(月) 百人一首大会 ２３日(日･祝)天皇誕生日 ２４日(月)振替休日

＜３学期 岡田スクールカウンセラー来校日＞
１月14日（火）、28日(火） ２月25日（火） ３月11日（火）

〈合い言葉〉＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「よさ」を見つけ、「よさ」を認め、「よさ」を伸ばし生かす学校

10月下旬から11月2日（土）学習発表会までの期
間、生徒会執行部を中心に呼びかけを行った募金

活動は３３，８９３円の義援金が集まりました。

「石川県令和6年能登半島地震災害義援金」として
ゆうちょ銀行から振り込みを行いました。ご協力

ありがとうございました。

12月18日(水）には富山市スポーツ協会から尾原陽介先生を講
師としてお招きし、「冬期部活動教室」を開きました。基本的

な体の動かし方や冬期練習のメニュー等、専門的なことを分か

りやすく教えていただきました。小学校5・6年生も参加し、楽
しい活動になりました。次は、1月16日（木）、2月12日
（水）の予定です。

楡原中学校人権週間

12月6日（金）に1学年は「岩瀬中－楡原中
オンライン交流会」として、総合的な学習

の時間で探究してきた課題を発表し合い、

学びを深めました。「海と山」、それぞれ

の地域に根ざした「持続可能な社会」の在

り方について真剣に話し合いました。


